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子どもの悩み
相談専用電話　
☎９８２－２６０２

　青少年の非行、いじめ問題等子どもに関するさまざまな相談に専門の相談員が応じます。

■１１月の相談日　２日（月）、６日（金）、９日（月）、１０日（火）、１３日（金）、１６日（月）、１７日（火）、

２０日（金）、２４日（火）、２７日（金）

■相談受付時間　８：３０～１７：１５　※赤字の日は８：３０～１２：００

■問い合わせ　教育委員会社会教育課伊予市青少年センター（☎９８２－２６０２）
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この文章は、アンドリューさんが日本語で書いています。

アンドリューの

国 際 交 流 日 記１４

　仕事で接する子どもや教師たちから、北米の

教育についてよく尋ねられます。特に、日本の

教室との比較を求められることが多いです。「カ

ナダの小学生には給食がないよ」というような

典型的な相違点を答えると、多くの相手は満足

し、話は終わります。ただ、たまに起こる出来

事を通して、「うわっ、カナダの子どもたちとは

おもしろく異なるな！」と考えさせられるくら

い、より有意義な相違点に気付くことがありま

す。その一つについてお話しします。

　つい最近、幼稚園からの帰り道、小学校の前

で放課後の小学生に出会いました。手を振る人

影を見ると、今年幼稚園を卒園して、１年生に

なった元教え子のＡさんが目の前に立っていま

した。Ａさんのお姉さんと友達１人も一緒でし

た。「アンドリュー先生、どこ行くの？ちょっ

と遊ぼう！ついてきて！」と言って、田んぼに

囲まれた小さな森に導かれました。木の陰に小

さな神社が立ち、その辺りは子どもたちのたま

り場になっているようでした。

　Ａさんたちは、ゲームで遊ぼうと言いました。

幼稚園に行く日は、必ず教材となる道具を持っ

ていくので、当日持っていた色カードを取り出

し、簡単なゲームのルール（カードの使い方と

規則）を説明しました。しばらくすると、１人が

間違ってゲームの規則を破りました。すると、

残りの子どもたちが「ダメよ！」と速やかに誤り

を指摘し、互いにゲームの流れを説明し直しま

した。それは、私にとって興味深いことでした。

大人である私は規則を守らせる必要がなく、そ

の代わりに、子どもたちが互いに教え合いなが

らゲームは続きました。このことを振り返ると、

文化的な特徴を反映していることに気付きま

す。

　私が小学生の時、規律や秩序を守らせるの

は教師でした。従って、乱れる生徒をしつける

ことは教師の責任で、生徒間の争いなどを教

師に対応させるのは、最もふさわしいことだ

とされていました。この点で、カナダの教育環

境は日本と対照をなすと感じます。「日本の教

室では、穏やかさを維持するために、生徒たち

が役割を果たす傾向にある」と、ある学者は述

べています。

　幼稚園の仕事に不慣れだった１年前の私は、

「静かにして」「聞いて」と言ったり、手をかけた

りして子どもたちを見張っていました。声を張

り上げて時間や体力を無駄に使っていました。

その代わりに、授業の始まりに分かりやすく説

明し、なるべく落ち着いた声で話すようにしま

した。今では、子どもたちに静かにしてほしい

とき、私は手で「Ｔ」の形（シッの印）をつくるだ

けです。先に気付く子どもたちが残りの人に

「シッ！」と言ってくれます。結果として、１５秒

以内に３５人は話が聞ける状態になります。

　よく質問されることがもう一つあります。「ア

ンドリューは帰国したら、カナダの幼稚園で子

どもたちを教えるつもり？」

　さぁ…。私は伊予市の子どもたちに甘やかさ

れてしまったかもしれません。



〈開館時間〉火～金曜日　９：００～１８：００　土・日曜日　９：００～１７：００
〈１１月の休館日〉２日（月）、３日（火）、９日（月）、１６日（月）、２３日（月）、２４日（火）、２９日（日）、３０日（月）

伊予市米湊７６８－２　☎ 983-4051　 983-4353　

《１１月の新刊》　

一般書　

■ヘタな人生論より藤沢周平　野火 迅

■逃亡者　折原 一 

■秋山好古と秋山真之　楠木 誠一郎

児童書

●せんろはつづくまだつづく　鈴木 まもる

●きょうのそらはどんなそら　ふくだ あきこ

●ちびまる子ちゃんのやさいだいすきえほん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さくら ももこ 

き な こ ～ 夢 を

おいかける犬～
　  百瀬 しのぶ 

伊予市立図書館だより

見習い警察犬と見

習い訓練士が織り

なす感動のキズナ

ゆっくり大き
くなればいい 

　      最上 一平

山あいの町の日

常を、少年の視

点でみずみずし

く描く
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行事案内

☆お話し会・腹話術《無料》

１４日（土）１０：３０～

絵本、紙芝居、お楽しみパネ

ルシアター

☆子ども映画会《無料》

２８日（土）１５：００～　

・こびとと靴屋・プーさん

の大あらし・きもだめしの

ばん日本のおばけ話

第１１回人権を考える市民の集い 伊予市長杯争奪
市民バレーボール大会

◆日時　１２月１３日（日）受付８：３０～

◆場所　しおさい公園市民体育館

◆種目　○男子ダブルス

　　　　　　　（一般Ａ～Ｅ、４０歳以上クラス）

　　　　○女子ダブルス（一般Ａ～Ｅクラス）

◆参加料　１ペア２，０００円

◆申込方法　１１月２５日（水）ま

でに、所定の用紙に必要事項を

記入し、参加料を添えて中央公

民館へ。

※電話での受け付けは行いません。

◆問い合わせ　中央公民館（☎
９８２－５１５５）

◆日時　１２月６日（日）８：３０～

◆場所　しおさい公園市民体育館

◆参加資格　市内在住者又は勤務者

◆申込方法　１１月２０日（金）までに、電話で参加チー

ム名を連絡してください。

◆抽選会　１１月２４日（火）１９：３０～

　　　　　中央公民館２階第１会議室

　　　　　※参加申込書を持参してください。

◆申し込み・問い合わせ　中央公民館（☎９８２－

５１５５）

　はがき大の紙に、読んでほしい本の紹介や

感想を書いて、イラストを添えて伊予市立図

書館へ応募してください。１１月末まで受け付

けし、随時ロビーに展示します。

◆日時　１１月３日（火）９：３０～１２：００

　　　　※受付９：００～

◆場所　伊予市市民会館大ホール

◆内容　人権啓発作品の表彰、人権作文の発表ほか

◆記念講演　

演題　マスオの人権問題考「ことばはプレゼント」

講師　増岡　弘 さん（声優・俳優）

◆問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

しおさいオープンバドミントン大会

第２１回なかやま芸能発表会

◆日時　１１月１４日（土）１７：３０開演

◆場所　なかやま農業総合センター

◆内容　中山町文化協会による芸能発表

◆問い合わせ　教育委員会社会教育課中山事務所

（☎９６７－１３８５）

２００９ 読書週間
『思わず夢中になりました』


